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研究成果の概要（和文）：妊娠後半期の胎児表情の特徴を明らかにした。また、胎児脳・中枢神経系の唯一の機能評価
法であるKANETテストを用い、胎児表情を評価する際には人種・民族の違いを考慮すべきであることを初めて明らかに
した。さらに、妊婦の情緒・気分が胎動、とくに胎児の瞬きの頻度に影響を及ぼす可能性を示した。胎児の神経行動学
的機能・発達および胎児の脳・中枢神経系の成熟過程は男児と女児で同じであった。
研究期間を通じて、妊娠後半期の胎児表情の特徴を明らかにし、また胎児脳・中枢神経系の機能評価法であるKANETテ
ストの有用性について日本で初めて報告することができた。

研究成果の概要（英文）：We found that a fetus may prepare for feeding after birth in the second half of 
pregnancy. Moreover, frequencies of complicated facial expressions such as smiling and scowling may 
increase with advancing gestation due to the development of the fetal brain and central nervous 
system.　First study using KANET suggests that ethnicity should be considered when evaluating fetal 
behavior, especially during assessment of fetal facial expressions. Scond study suggests that the level 
of relaxation of pregnant women may affect fetal behavior, particularly the rate of eye blinking. Third 
study suggests that 4D ultrasound study examining fetal behavior does not need to consider the factor of 
fetal sex.
During this study period, we disclosed the characteristics of fetal facial expressions in the second half 
of pregnancy. Moreover, we are the first to document the usefulness of KANET test for evaluating fetal 
brain and central nervous system in Japan.

研究分野： 医歯薬学
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１． 研究開始当初の背景 
（１）脳性麻痺は小児期に認められる最も一

般的な慢性の運動神経障害であり、その頻度

は出生 1000 に対し 2-2.5 と言われており、

半世紀前から変化していない。さらに、神経

発達障害の 60-70％は出生前に子宮内で発症

するとされている。つまり、子宮内の胎児の

脳そして中枢神経の発達を分娩前に評価す

ることが出来るならば、脳性麻痺の診断を出

生前に行うことができることになる。 

（２）2001 年に我々は、妊娠 14 週から 18

週の胎児を対象として４次元超音波を用い、

その行動パターンを明らかにした１。2006 年

には妊娠 28週から 34週の胎児の顔の表情の

特徴を明らかにし、さらに 2010 年、妊娠初

期（妊娠 10 週から 13 週）の胎児行動の新し

い分類の報告を行っている 2。また、妊娠初

期の双胎妊娠の接触について４次元超音波

を用い、世界で初めて観察した 3。さらに、

胎児行動研究に関する２つの総説も発表し

ている４、５。 

（３）現在、臨床的にも最も興味のある胎児

の神経学的予後の予測に関する４次元超音

波法を用いた論文が一つだけ報告されてい

る 6。それが Kurjak Antenatal Neurological 

Test(KANET)である。彼らの報告では、120

例のハイリスク妊娠において、正常新生児で

あった児はすべて KENET が 14～20 点であ

り、軽度から中程度の異常が認められた新生

児はすべて 0～5 点であった。この結果はま

さに理想的な検査法を我々は手にしたよう

に思われるが、KENET の一番の問題点は、

その再現性にある。最近、KENET を追試し

た論文が２つ報告されたが、出生後の新生児

の神経発達評価法との微妙なずれが判明し、

今後臨床的に広く利用するためにはさらな

る検討が必要である７、８。 

 
２．研究の目的 
（１）妊娠後半期の胎児表情の特徴を明らかに

すること。 

（２）新しい３D/４D超音波表示法であるHDlive

の有用性について検討すること。 

（３）子宮内での胎児中枢神経の新しい機能評

価法である KANET テストの有用性について検

討すること。 

 
３．研究の方法 
（１）４D超音波を用い、妊娠第２三半期後期（妊

娠２０週以降）での胎児の顔の表情の観察、評

価、および分析を行う。計測時間は１５分で、

胎動のあるときにビデオテープに記録して評価

する。評価する表情は、mouthing、yawning、

smiling、tongue expulsion、scowling、sucking、 

blinking で、時間内の出現頻度をカウントする。 

（２）新しい３D/４D超音波表示法であるHDlive

が、従来の３D/４D超音波と比較して胎児の描出

能に優れているか否かについて検討する。 

（３）子宮内での胎児脳・中枢神経系の新しい

機能評価法である KANET テストを用い、妊娠

２８週〜３８週胎児の脳・中枢神経系の機能評

価を行う。KANET テストは８項目の胎動につ

いて評価を行い、計測時間は１５〜２０分であ

る。それぞれの項目について０−２点をつけ、１

０−１６点が正常、６−９点がボーダーライン、

５点以下が異常と判定する９。 

４．研究成果 

（１） 妊娠２５〜２７週の正常胎児２４例の

表情について検討したところ、Mouthing と

Yawning の頻度が有意に多いことが明らかとな

った（図１）１０。 

 

図１ 妊娠２５〜２７週の正常胎児の表情の頻度１０ 



次に妊娠２０〜３４週の５７例について検討し

たところ、Mouthing と Sucking に変化は認めら

れなかったが、他の５つの表情の頻度は妊娠週

数が進むにつれて有意に増加することが明らか

となった１１。以上より、胎児は妊娠後半期には、

生後新生児にとって生きていくために最も重要

となる哺乳行動の準備をしている可能性が示唆

された。また、scowling、smiling などの複雑な

表情の頻度が妊娠週数とともに増加していくの

は、胎児の大脳の発達および成熟を意味してい

ることが示唆された。 

（２） 新しい３D/４D 超音波描写法である

HDlive を用い、胎児および表情の観察１２−１４、

双胎妊娠の観察１５、１６、あるいは顔の小さな異

常を従来の３D/４D 超音波よりも鮮明に描出で

きることを明らかにした１７、１８。 

３）胎児脳・中枢神経系の唯一の機能評価法で

ある KANET テストを用い、胎児行動、とくに表

情を評価する際には人種・民族の違いを考慮す

べきであることを初めて明らかにした（表１）19。 

 

表１ 日本人とクロアチア人の KANET スコアの比較１９ 

さらに、初産婦と経産婦で胎児の瞬きの頻度に

違いがあることを明らかにし、妊婦の情緒・気

分が胎動、とくに胎児の瞬きの頻度に影響を及

ぼす可能性を示した（表２）２０。 

 

表２ 初産婦と経産婦の KANET スコアの比較２０ 

また、胎児の神経行動学的機能・発達および胎

児の脳・中枢神経系の成熟過程は男児と女児で

同じであることを明らかにした２１。 

 

 
表３ 男児と女児の KANET スコアの比較２１ 
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